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別紙 2 

溢水の影響評価において想定する溢水源 



9条-別紙 2-1 

「原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド」を参考に、溢水の影響評価において、第1表に示す溢

水源を想定する。また、想定される溢水源の配置を第2表に示す（第1図参照）。 
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第1表 溢水の影響評価において想定する溢水源 

溢水源の分類 想定する溢水源 

（１）溢水の影響を評

価するために想定す

る機器の破損等によ

り生じる溢水 

① 高エネルギー配管＊1（完全全

周破断）からの溢水 

ボイラー蒸気設備＊3

② 低エネルギー配管＊2（配管内

径の1/2 の長さと配管肉厚の1/2 

の幅を有する貫通クラック）から

の溢水 

補機冷却設備 

液体廃棄物処理設備＊3

ディーゼル発電機(燃料)設備 

ボイラー(燃料)設備 

脱塩水供給設備 

上水・工水設備 

（２）原子炉施設内で

生じる異常状態（火災

を含む。）の拡大防止

のために設置される

系統からの放水によ

る溢水 

① 火災検知により自動作動する

スプリンクラーからの放水

無 

※ スプリンクラー設備を有しないこ

とから、対象外とした。 

② 建物内の消火活動のために設

置される消火栓からの放水 

無 

※ 第一使用済燃料貯蔵建物及び第二

使用済燃料貯蔵建物内に消火栓を有す

る。当該建物に位置する溢水防護対象

機器は、水冷却池等であり、没水や被

水により安全機能が損なわれることは

ないため、対象外とした。 

（３）地震に起因する

機器の破損等により

生じる溢水 

① 原子炉施設内に設置された機

器の破損による漏水（耐震重要度

分類Ｂ、Ｃクラス機器の破損） 

ボイラー蒸気配管＊3 

補機冷却設備 

液体廃棄物処理設備＊3

ディーゼル発電機(燃料)設備 

ボイラー(燃料)設備 

脱塩水供給設備 

上水・工水設備 

② 使用済燃料貯蔵設備水冷却池

のスロッシングによる溢水 

原子炉附属建物水冷却池＊4 

第一使用済燃料貯蔵建物水冷却池＊3＊4 

第二使用済燃料貯蔵建物水冷却池＊3＊4 

＊1 呼び径＞25A（1B）／運転温度＞95℃又は運転圧力＞1.9MPa［gage］ 

（ただし、応力評価及び非破壊検査を実施しているものについては除外可能） 

＊2 呼び径＞25A（1B）／運転温度≦95℃かつ運転圧力≦1.9MPa［gage］ 

（ただし、静水頭圧の配管は除く。） 

＊3 溢水防護対象機器は、原子炉建物及び原子炉附属建物、主冷却機建物、第一使用済燃料貯蔵

建物及び第二使用済燃料貯蔵建物に位置する。ただし、第一使用済燃料貯蔵建物及び第二使用済

燃料貯蔵建物に位置する溢水防護対象機器は、水冷却池等であり、没水や被水により安全機能が

損なわれることはないため、第一使用済燃料貯蔵建物及び第二使用済燃料貯蔵建物の設備等は対

象外とする。 

＊4 水冷却池のスロッシングにより溢水が生じた場合にあっても、使用済燃料における冠水の確

保されることを評価する。 
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  ＊1：水・蒸気配管について撤去する。 

第１図 想定される溢水源の配置（1/2：原子炉建物及び原子炉附属建物） 
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第１図 想定される溢水源の配置（2/2：主冷却機建物） 
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